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４校で授業案や指導法を交流 

 

支援学級の生徒に対する英語指導の壁 

 

絵や写真を見て発音はできるけれど・・・ 

 

文字指導には無理がある？ 

 

 

 

 

 

 



入学時のイメージ 

  

 ABCを覚えたらわかる教科 

 楽しそうな教科 

 

       ↓ 

 

しばらくすると・・・ 

 

  単語が読めない、書けない。 

  難しい教科 



 

日本語 （ひらがな / カタカナ) は、 

   

 文字の名前と音が一致している。 

 

英語 (アルファベット)は、 

                

 文字の名前と音が一致していない! 



 
  
  

文字の名前と音が一致している。  

 

  「あ」の  名前は  「あ」                   

 「あ」の  音は     「あ」     
   

         

 「ア」の  名前は    「ア」           

 「ア」の  音は    「ア」  



文字の名前と音が一致しているから 

 

 

「あめ」は 「あめ」と読める。 

 

    

「アメ」は 「アメ」と読める。 



英語の文字 

 

大文字 ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

 

小文字 abcdefghijklmnopqrstuvwxyz 

 

 ABCの歌で覚えられるのは 

アルファベットの文字２６個の名前と 

文字の順番だけ 

 



 

 文字の名前と音が一致していない。 

  

  A ａ  の名前は エイ  音は ア 

 

 

cat   は なぜ、シーエイティーではないの ？     

dog  は なぜ、ディーオウジィーではないの？   

 

   

 



集中力が続かない。 

こだわりが強い。 

予定の変更が苦手。 

経験が少ない。       など 

         ↓ 

  反復練習を積み重ねれば、自然と上達して        

  いくわけにはいかない。 

         ↓ 

     英語学習が苦痛 

    



フォニックス学習法は、１９世紀の終わりに 

英語圏で開発されました。この学習法が開発さ
れるまでは、英語圏の子どもたちは、丸暗記を
したり、何回も書いたりして、英語の読み書き
を覚えていました。というより、強制的に覚え
させられていました。英語のスペリングはこど
もの頭痛の種だったのです。フォニックス法の
開発により子どもたちは英語の音とそれを表す
文字を結びつけ、自分の力で英文を音声化でき
るようになったのです。 

                 (松香フォニックス研究所 の指導書より) 



英語の文字と音を結びつける学習法 

英語の音を
聞き分ける 

発音の仕
方を学ぶ 

カタカナ
をふらな
いで自分
で読む 

丸暗記し
ないで英
語の単語
を書く 



 

文字に興味を持たせる。 

英語の音に親しませる。 

身近な英単語を使う。 

丸暗記の必要がない。 

      ↓ 

 音声から入るフォニックス学習法が最適! 



 

フォニックスアルファベット 
 

 アルファベットの文字１つ１つがそれぞれ１つの音をあらわす。 

 

２文字子音        

 ２つの子音がくっついて１つの音をあらわす。 

 
     使用教材       松香フォニックス研究所 

        

            ACTIVE PHONICS 

                     

                        フォニックスアルファベット シート 

             

                   フォニックス ビデオ 

 

 

 

 



フォニクスアルファベットの理解 

        ↓ 

単語を丸暗記しなくても、最初の文字がどんな
音を表しているか見当をつけることができる。 

        ↓ 

単語を読むのが楽しくなる。 

        ↓ 

２文字子音などのルールにも興味を持つ。 

        ↓ 

他のルールの指導をする。 



 

フォニックスの基本ルールを覚えたら、楽しい
イラストの入った、カタカナのふりがなをふっ
ていない基本的な英単語の絵本などを使って、
初めて見る英単語を、ルールを思い出しながら 

読めるかどうかチャレンジさせます。 

 

できれば、支援学級のみんなで、『最後の単語
を読んだら勝ちゲーム』または、『最後の単語
を読んだら負けゲーム』すると盛り上がります。 

 





 

 ① 何個の単語まで読んでもいいかどうかを決める。 

   (２個～５個までが適当でしょう。)  

 

 ② 読む人の順番を決める。（二人でもできます。) 

 

   ③ スタートの人は、決めた数以内の単語を好きなだけ読         

      み、最後に、読み終えた合図として、『以上』と言う。 

 

 ④ 次々にそれぞれの人が、決められた数以内の単語を読む。                                         

   

   ⑤    最後の単語を読んだ人が負け(または勝ち)。                        

 

    

 

 

 

 

 



現代の日本社会においては、どこに行っても、
アルファベットで書かれた看板や商品名があ
ふれかえっているといっても言い過ぎではな
いだろう。日本語表記だけの商品を見つける
ことのほうが難しいくらいである。英語の文
字が読めるのと、読めないのとでは、生きる
力が大きく変わってしまうであろう。 

 

生涯にわたって、英語の歌を聞いたり、歌っ
たりする楽しさ、英語で会話することの楽し
さも味わって欲しい。 



☆就職する場合 

 英語の商品名や、品番のアルファベット表記
がスラスラ読めれば、就職に有利。 

 

☆進学する場合 

 進学先の英語の授業についていけるだけの力
をつけなければならないが、英語が読めるよう
になれば、書くことへの抵抗もなくなり、文法
問題などにも取り組みやすくなる。 



 

支援教育研究会の成果 

    

   指導上の悩みを相談することができた。 

 指導法や教材に関する情報交換ができた。 

  

今後の課題 

 

 うまくいった指導法は、他校にも広めていく。 

 ４中学校合同での活動に取り組んでいく。 

  

 


